
　　　　しやけん

体の「者検」、受けましたか？

　今年も総合健診が7月5日から9日までの

5日間、町総合体育館で行われ、2041人が受

　　　　　　　　　　　　　しゃけん
診しました。年に一度の体の「者検」、あなた

の健康度はいかがでしたか？

主
な
内
容

レストビレッジ峰宿泊棟完成……②

農業委員新しい顔ぶれ決まる……④

生涯学習シリーズ……・…………・・0

みんなのトピックス………………⑥

東京発、文芸……………………⑩0

お知らせ…・……………・………・…⑫



言睡癒毒瞳織蟻難，

　
　
　
許
鑑
磯
灘
撫
灘

－
愈

嘱

・
月

、
、
1

聾
騨

幾

0
フ

ン

　
昨
年
五
月
か
ら
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い
た
芝
峠
温
泉
の
宿
泊
棟

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
七
月
二
十
四
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
七
月
十
四
日
、
同
施
設
の
竣
工
式
も
行

わ
れ
、
小
栗
邦
夫
県
農
林
水
産
部
農
政
企
画
課
長
を
始
め
、
村
松

県
議
・
郡
内
町
村
長
な
ど
関
係
者
六
十
四
名
が
出
席
し
、
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
完
成
に
よ
り
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
は
、
観
光
の
拠
点
と
し

て
の
期
待
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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　宿泊棟の完成したレストビレッジ峰。向っ

て左側が宿泊棟（写真上）。

　竣工式は7月14日に関係者64名が出席して

盛大に行われた（写真下）。

　
同
施
設
は
、
一
昨
年
四
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
」

に
接
続
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

建
設
費
は
県
補
助
金
（
山
間
地
域
総

合
振
興
対
策
モ
デ
ル
事
業
）
一
億
二

千
万
円
を
含
む
、
約
三
億
五
千
万
円
。

建
物
は
鉄
筋
四
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
一
千
三
十
七
平
方
屑
で
、
屋
根
は

雪
の
自
然
落
下
方
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

一
階
に
は
ピ
ロ
テ
ィ
や
機
械
室
。

二
階
に
は
ロ
ビ
ー
、
食
堂
の
外
、
五

十
畳
敷
き
の
宴
会
場
や
ビ
ア
ガ
ー
デ



ン
等
に
利
用
で
き
る
バ
ル
コ
ニ
ー
、

三
、
四
階
に
は
和
室
（
五
人
部
屋
八

室
）
、
洋
室
（
四
人
部
屋
二
室
、
二

人
部
屋
二
室
）
が
設
け
ら
れ
、
五
十

二
人
の
宿
泊
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

運
営
は
松
代
総
合
開
発
株
式
会
社

が
行
い
、
今
ま
で
の
食
堂
部
門
を
含

め
て
支
配
人
一
人
、
副
支
配
人
一
人
、

コ
ツ
ク
三
人
、
管
理
及
び
ル
ー
ム
係

八
人
、
事
務
三
人
、
臨
時
三
人
の
合

計
十
九
人
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
宿
泊
棟
の
オ
ー
プ

ン
を
機
に
同
施
設
周
辺
道
路
の
除
雪

体
制
も
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
の
季
節

営
業
（
四
～
十
一
月
）
を
改
め
、
通

年
営
業
と
し
て
集
客
力
の
ア
ツ
プ
を

図
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
竣
工
式
は
午
前
十
一
時
か
ら
同
施

設
宴
会
場
で
行
わ
れ
、
関
谷
町
長
は

　
う「

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
と
並
ぶ
町

の
観
光
施
設
の
中
核
が
完
成
し
た
。

東
京
松
代
会
の
会
員
を
始
め
と
し
て

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た

小
栗
農
政
企
画
課
長
も
「
こ
の
温
泉

か
ら
町
全
体
の
活
性
化
と
、
東
頸
城

郡
の
観
光
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
祝

辞
を
述
べ
、
完
成
を
祝
っ
て
い
ま
し

た
。　

二
十
一
日
行
わ
れ
た
モ
ニ
タ
i
宿

泊
で
は
、
東
京
松
代
会
会
員
を
始
め

と
す
る
三
十
一
名
が
宿
泊
。
ま
た
、

二
十
四
日
の
オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
二

十
四
人
が
宿
泊
し
、
大
変
好
評
で
し

た
。
中
に
は
、
周
り
の
自
然
な
ど
も

含
め
て
大
変
気
に
入
り
、
一
泊
追
加

し
て
宿
泊
し
た
ご
夫
婦
も
お
ら
れ
た

よ
う
で
す
．

　
馬
場
利
夫
支
配
人
に
よ
り
ま
す
と

「
七
月
二
十
六
日
現
在
、
七
月
、
八

月
の
土
曜
日
の
予
約
は
満
杯
。
平
日

も
か
な
り
予
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
予
約
は
お
早
め
に
」
と
の
こ
と
。

な
お
、
共
同
浴
場
部
門
は
、
今
ま
で

と
同
じ
く
毎
週
水
曜
日
が
休
み
、
宿

泊
部
門
は
年
中
無
休
と
な
っ
て
い
ま

落
ち
つ
い
た
ム
ー
ド
の
和
室
（
八
畳
、

五
人
部
屋
）

　
お
二
人
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る

ぐ
ツ
イ
ン
ベ
ッ
ト
の
洋
室
。

！

二
段
ベ
ッ
ト
の
洋
室
で
四
人
用
。

若
者
や
家
族
連
れ
に
最
適
。

鱗
．
灘

す
。
宿
泊
料
は
一
人
、
一
泊
八
千
円

～
一
万
円
。
ま
た
、
お
お
よ
そ
片
道

一
時
間
以
内
（
約
五
十
キ
ロ
）
の
利

用
者
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
で
十
名
、

日
帰
り
で
二
十
名
ま
と
ま
れ
ば
送
迎

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
東
京
方
面
の

方
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
湯
沢
駅
ま
で
の

送
迎
も
い
た
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も
併

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
「
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
」

岱
〇
二
五
五
九
（
七
）
三
九
三
九

50畳敷きの宴会場。移動式の間仕切りにより29畳と21畳

の2部屋に分割可能。

へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
宿
泊
予
約
状
況
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
登
録
し
た
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
設
置
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
キ
ュ
ウ
ブ
　
ロ

　
○
二
五
五
九
（
七
）
三
九
二
六
へ

※
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ツ

ク
ス
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
ポ
ー
リ
ン

グ
受
信
機
能
を
使
用
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
手
持
ち
の
機
器
の
使
用
説

明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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農
業
委
員
会
委
員

新
し
い
顔
ぶ
れ
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
「
松
代
町
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
」
が
七
月
十

日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

定
数
の
十
名
の
立
候
補
届
け
し
か
な

く
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
議
会
推
薦
に
よ

る
二
名
、
農
協
推
薦
に
よ
る
一
名
も

決
ま
り
、
新
し
い
委
員
す
べ
て
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
な
お

任
期
は
、
平
成
八
年
七
月
十
九
日
ま

で
の
三
年
間
で
す
。

　
　
（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
称
略
）

当選証書を山本辰雄選管委員長佐）から授

与される新委員

選
挙
（
無
投
票
）
1
0
名
、
推
薦
3
名

池田　進

57歳農業

（田野倉）

小野島正市

56歳農業
（会沢）

一
業
ー

健
農
野

藤
臓
倥

佐
6

佐藤文雄

55歳農業

　（竹所）

　
　
芳
業
ー

　
　
一
兀
曲
辰
明

2
藤
臓
儀

　
　
佐
5

治
業
ー

士
・
農
平

井
幟
儲

菅
5

関谷幸雄

57歳農業

　（菅刈）

唾彫
柳與四郎

　60歳農業

　（片桐山）

山本慶一

58歳農業
（犬伏）

　
　
蔵
業
ー

鷺
腱
灘

　
　
若
5

議
△
写
推
薦

曲
辰
協
推
薦

樋
ロ
克
已

64
歳
曲
辰
業

　
（
松
代
）

小
堺
長
一

　
61
歳

　
（
儀
明
）

樋
口
政
栄

70
歳
団
体
役
ロ
貝

　
（
松
代
）

農
業
委
員
会
の
主
な
仕
事
と
役
割

①
地
域
農
業
と
農
地
の
守
り
手

　
・
計
画
的
な
土
地
利
用

　
・
優
良
農
地
の
確
保

　
・
無
断
転
用
の
防
止

②
農
地
の
有
効
利
用
と
流
動
化
の

　
推
進
役

　
・
機
械
化
な
ど
に
よ
り
農
地
を

　
　
拡
大
し
た
い
人
と
高
齢
化
な

　
　
ど
に
よ
り
農
地
を
減
ら
し
た

　
　
い
人
と
の
仲
介
、
斡
旋
役

③
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
を
築
く

　
た
め
の
建
議
、
答
申
U
農
家
の

　
利
益
代
表

④
農
業
者
年
金
加
入
お
よ
び
受
給

　
手
続
き
の
お
手
伝
い

⑤
農
家
に
関
す
る
法
律
や
税
金
、

金
融
、
相
続
、
経
営
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
役

纒
避
鱗
．
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲
麟

　
　
　
　
覧
姦
ー
■
甲
p
、
…
律
き

卿
総

繍

’

一型

　　蹴’

　　花嫁

　ρ一　　ゆ，
ρo

σ

　　／、
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じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i生き！活き！　　i
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　人生のために　1
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i㊤㊧㊥（董）i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i生涯学習　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i新語・話題語　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i◎P　K　O（国連平和維持活動）　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1　日本がカンボジアに自衛　i
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i隊派遣してから、このP　K　l
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
じ　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

i　Oといっ言葉が、新聞でも　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iテレビでもよく聞かれるよ　i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

iうになりました。　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
l　P　K　Oは、国連が組織し　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1た平和維持部隊あるいは監　i
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

i視団を、紛争発生地域に派　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i遣し、平和維持を図ること　i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iを目的としています。　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　歴史的にみると、1948年　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i6月に「国連パレスチナ休　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
i戦監視機構」がエジプトな　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iどに派遣されたのが最初で　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
iすが、昨年日本もカンボジ　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

iアに派遣しました。　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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φ
　
　
　
　
φ

岬
，
…

ゆ
　
0
　
◆
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国際化時代の生涯学習

”凪13

　ア

　～丁

　カンボジアヘの自衛隊の派遣があってから、国際貢献という言葉が飛びかう

ようになりました。

　「国際化」という言葉は近年、頻繁に使われていますが、その意味するとこ

ろは一様でなく使う人や使われる状況によって異なるようです。

　「国際化」という言葉の意味を国という視点からみると、次のような分類が

考えられます。

　①日本と諸外国との交流がさかんになる………国際交流ということでヒト、

　　モノ、カネ、情報が国際化し、産業や経済、政治までが大きく変化していま

　　す。

　②日本にこだわらず、各国が協力して問題解決にあたる………国際協力とい

　　う意味で、最近は宇宙開発事業や環境問題も大きくクローズアップしてき

　　ました。

　③世界の経済や秩序が大きく変化する中での、内なる国際化………国際理解

　日本は世界のG　N　Pの10％を占め、アメリカに次いで世界第2位の経済大国

になったと言われていますが、それほど豊かさが実感できないと言う人も多い

ようです。

　国際化という言葉は、国際交流とか国際貢献とかすぐに外に目が向きがちで

すが、私たちの伝統とか文化などもっと身近な事に目を向けることが、これか

らの国際化時代に大切なことだとおもうのです。

現在 こんなと　き 変　　　更

第
1
号
被
保
険
者

会社・役所・学校・法人に就職 第1号一→第2号

自営業の夫が会社に就職 第1号一→第3号

家事手伝いの女性がサラリーマ

ンと結婚
第1号一→第3号

第
2
号
被
保
険
者

サラリーマンが自営業に転業 第2号一→第1号

OLが自営業に転業 第2号一→第1号

既婚O　Lが退職して専業主婦に

なった（夫が自営業）
第2号一→第1号

既婚O　Lが退職して専業主婦に

なった（夫がサラリーマン）
第2号一→第3号

O　Lがサラリーマンと結婚退職

し専業主婦になった
第2号一→第3号

第
3
号
被
保
険
者

夫がサラリーマン←→公務員に

転職 第3号 →第3号

夫が退職 第3号一→第1号

あなた自身の収入が増え、夫の

扶養からはずれた
第3号一→第1号

専業主婦をやめ会社に就職 第3号一→第2号

夫と離婚・夫が65歳到達 第3号一→第1号

莚
獲
癒
遷
轟
．

　
就
職
や
結
婚

パ
タ
ー
ン
が
変

の
届
出
・
手
続

　
国
民
年
金
の

①
第
一
号
被
保

　
生
）

②
第
二
号
被
保

　
ン
や
O
L
）

③
第
三
号
被
保

　
ン
の
奥
さ
ん

　
の
三
つ
に
分

三
つ
の
被
保
険

た
び
に
、
国
民

国民年金

　
　
　
　
　
眉
出
・
手
続
き
セ

な
ど
で
職
業
や
生
活
　
　
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
る
と
、
国
民
年
金
　
　
　
別
表
に
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
、

き
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．

加
入
者
は
、
　
　
　
　
　
　
届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年
金
が

険
者
（
自
営
業
や
学
　
　
　
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
出
は
役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口

険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
　
　
　
で
行
い
ま
す
。
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
保
険
証
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
　
　
　
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

者
の
種
類
が
変
わ
る
　
　
さ
い
。

年
金
の
種
別
変
更
の

灘
癒
遷
轟
．
莚
巖
な
、
届
出
難

長
5
い
人
生

　
こ
ん
な
と
き
に

5



劉劉堕監
松代謂学

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
大
切
さ
を
体
験

　
　
　
　
松
代
中
学
校

　
　
　
三
年
生
六
十
一
名
が
七
月
十
五
日

堕
遡
鮭
燐
「
諜
撒

鴨
　
　
　
県
の
「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
運
動
」

劉
難
難
謡
難
郎

留
講
甥
、
転
針
響

堕
購
糠
か
す
こ
と
を
旧

　
　
　
　
今
回
の
職
場
体
験
学
習
は
役
場

三
年

（
白
川
鷹
司
校
長
）

　
　
　
　
　
　
、

生
が
職
場
体

　
郵
便
局
な
ど
の
官
公
庁
を
始
め
、
レ

　
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
、
農
協
、
食
堂
、

　
建
設
会
社
な
ど
の
十
五
事
業
所
で
行

　
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望

　
の
事
業
所
に
分
か
れ
て
職
場
体
験
を

　
行
い
ま
し
た
．

　
　
役
場
で
は
、
建
設
課
職
員
の
指
導

　
に
よ
り
現
場
で
の
測
量
体
験
が
行
わ

　
れ
、
午
前
中
に
仙
納
地
区
の
ほ
場
整

　
備
さ
れ
た
ば
か
り
の
田
を
測
量
、
午

　
後
か
ら
は
そ
れ
ら
を
図
面
に
落
と
し

験
学
習

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
峰
で
は
食
器
洗
い
や
清
掃
な
ど

を
体
験
し
、
　
「
足
が
疲
れ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」
　
「
い
ろ
ん
な
仕
事
が
で

き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
．

　
こ
の
外
、
郵
便
局
で
は
郵
便
物
の

区
分
や
配
達
、
食
堂
で
は
食
器
洗
い

や
配
膳
、
保
育
園
で
は
保
育
の
手
伝

い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
は
、
各
職
場
で
行
わ
れ

て
い
る
仕
事
の
内
容
を
知
る
と
共
に
、

葦
灘
▲
役
場
の
建
設
課
の
職
員
の
指
導

　
贈

　
　
　
に
よ
り
測
量
体
験

　
　
　
く
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
で
食
器

　
　
　
　
洗
い
を
す
る
女
生
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶

　
　
　
　
　
　
　
欝
細

羅薩

働
く
こ
と
の
厳
し
さ
、
大
切
さ
を
学

ぶ
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た
こ
と
で
し

よ
・
つ
。

6

▲工事の無事完成を祈り、くわ入れを行う関谷町長

北越北線

愚
る
愈
・
G
會
館
（
仮
㊥
》
冑
工

　
　
　
　
　
　
　
完
成
は
平
成
六
年
度

　
五
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
駅
前
整
備
事
業
が
い
よ
い
よ
始
ま

り
、
そ
の
メ
ー
ン
と
な
る
「
ふ
る
さ

と
会
館
」
　
（
仮
称
）
の
起
工
式
が
十

五
日
、
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　

起
工
式
は
午
前
十
一
時
か
ら
行
わ

れ
、
関
谷
町
長
を
始
め
工
事
関
係
者

な
ど
約
三
十
名
が
出
席
、
く
わ
入
れ

や
玉
ぐ
し
奉
天
な
ど
を
行
い
工
事
の

無
事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
工
期
は

二
年
間
で
、
今
年
度
中
に
本
体
の
骨

組
み
を
造
り
、
六
年
度
中
に
内
装
工

事
を
終
え
完
成
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
同
会
館
は
、
駅
舎
（
日
本
鉄
道
公

団
が
建
設
）
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
、

利
用
者
の
利
便
と
、
町
民
の
交
流
の

場
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
、

建
設
費
は
約
六
億
円
。
建
物
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
べ
千

五
百
七
十
三
平
方
層
。
　
一
階
に
は
駅

舎
と
バ
ス
の
発
着
場
を
結
ぶ
幅
四
・

五
層
、
長
さ
四
十
二
㌶
の
吹
き
抜
け

の
通
路
を
建
設
し
、
両
側
に
テ
ナ
ン

ト
用
の
ス
ペ
ー
ス
、
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
二
階
は
、
百
八
十
人
収
容
可
能
な

多
目
的
ホ
ー
ル
、
食
堂
、
展
示
ギ
ャ

ラ
リ
i
、
三
階
に
は
、
会
議
室
や
会

館
等
の
運
営
に
当
た
る
松
代
総
合
開

発
株
式
会
社
の
事
務
所
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
、
当
町
の
中
心
的
施
設

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
正
式
名
称
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
選
考
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。



商工会主催

高
校
生
の
町
内
企
業
訪
間

　
松
代
高
校
（
金
山
有
紘
校
長
）
の

三
年
生
を
対
象
と
し
た
「
町
内
企
業

訪
問
及
び
懇
談
会
」
が
七
月
十
三
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
商

工
会
（
関
谷
政
一
会
長
）
と
町
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
企
業
訪
問
を
通

し
て
地
元
企
業
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
若
者
の
定
住
を

促
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
日
は
希
望
者
三
十
七
名
（
男
1
9

女
1
8
）
が
参
加
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
工
業

灘

講　　雛
｝癖！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ド　

▲説明を聞きながら工場内を見学

企
業
と
の
懇
談
会
も
開
催

松
代
工
場
（
室
野
）
、
司
工
務
店
（

松
代
）
、
高
澤
組
（
太
平
）
の
三
事

業
所
を
訪
問
し
、
会
社
の
担
当
者
か

ら
作
っ
て
い
る
製
品
や
、
現
在
施
工

し
て
い
る
工
事
等
の
説
明
を
受
け
た

後
、
工
場
や
事
務
所
を
見
学
し
ま
し

た
。
説
明
の
中
で
担
当
者
か
ら
は
、

「
都
会
に
出
て
も
、
い
い
空
気
を
吸

い
た
く
な
っ
た
り
、
家
ら
し
い
家
に

住
み
た
く
な
っ
た
り
、
い
い
車
に
乗

り
た
く
な
っ
た
ら
帰
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
。
い
つ
で
も
受
け
入
れ
ま
す
か

ら
」
と
、
U
タ
ー
ン
歓
迎
の
お
話
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
業
所
に

つ
い
て
も
、
バ
ス
の
中
で
外
観
を
見

な
が
ら
簡
単
な
説
明
を
受
け
、
企
業

訪
問
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
企
業
と
生
徒
の
懇
談
会
で
は
、
参

加
し
た
十
三
企
業
の
代
表
者
に
よ
る

企
業
紹
介
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
　
「
都
会
は
遊
ぶ
に
は
良
い
が
、

空
気
は
悪
い
し
、
通
勤
に
も
時
間
が

か
か
り
暮
ら
し
に
く
い
。
そ
の
点
、

田
舎
は
い
い
」
と
い
っ
た
都
会
と
田

舎
の
比
較
や
、
　
「
夢
を
持
っ
て
、
自

分
の
可
能
性
を
試
す
気
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
い
て
も
で
き
る
」
　
「
見
聞
を

〈
懇
談
会
で
企
業
の
担
当
者
の

　
説
明
を
熱
心
に
聞
く
高
校
生

き

広
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
希
望
者
を

東
京
に
連
れ
て
行
き
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
な
ど
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
企
業
訪
問
懇
談
会
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
参
加
者
の

現
時
点
で
の
進
路
は
、
町
内
に
残
る

が
一
人
、
県
内
、
県
外
が
十
人
ず
つ

未
定
が
十
六
人
で
し
た
。

町
内
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
7
月
n
日
　
町
総
合
体
育
館

優
勝
　
パ
ワ
ー
ズ
（
小
荒
戸
）

二
位
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
松
代
）

三
位
　
田
野
倉
マ
マ
（
田
野
倉
）

　
敗
者
復
活
の
部

優
勝
　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
（
室
野
）

二
位
　
竹
の
子
（
室
野
）

三
位
　
モ
リ
モ
リ
ガ
ー
ル
ズ
（
苧
島
）

燗
醗
嚢

春
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
7
月
n
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

優
勝
　
ト
ン
ネ
ル
ズ
（
鉄
道
公
団
）

二
位
　
太
平
友
の
会

三
位
　
室
野
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ブ
ス

四
位
　
松
代
新
町
チ
ー
ム

襯

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
7
月
14
日
　
町
総
合
体
育
館

優
勝
　
松
代
B
チ
ー
ム

ニ
位
　
山
平
チ
ー
ム

三
位
　
奴
奈
川
チ
ー
ム

四
位
　
松
代
A
チ
ー
ム

7



伸
び
よ
5
伸
は
ぞ
5
冑
少
年

　
　
　
　
　
　
青
少
年
育
成
活
動
研
究
集
会

　
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
「
青
少
年
育
成
活
動
研
究
集
会
」

が
七
月
八
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

青
少
年
育
成
町
民
会
議
と
町
P
T
A

連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
毎
年

こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
．

　
当
日
は
P
T
A
会
員
や
一
般
者
な

ど
八
十
人
が
参
加
し
、
ま
ず
最
初
仁

上
越
市
立
小
猿
屋
小
学
校
長
を
務
め

る
か
た
わ
ら
、
日
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
学
会
認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
宇
治
睦
郎
氏
に
よ

る
「
子
供
の
発
達
に
つ
い
て
、
今
何

が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
演
題
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
（
講
演
内
容

は
別
掲
）

　
講
演
終
了
後
は
、
　
「
①
共
働
き
の

家
庭
に
お
い
て
、
自
立
心
の
あ
る
子

育
て
を
す
る
た
め
の
父
親
、
母
親
の

在
り
方
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
。

②
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
家
庭
で
、

ど
う
身
に
付
け
さ
せ
た
ら
よ
い
か
。

③
地
域
を
愛
す
る
子
供
を
育
て
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
の
、
三

分
科
会
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
共
通
で

大
切
な
テ
ー
マ
だ
け
に
、
ど
の
分
科

会
に
お
い
て
も
活
発
な
意
見
が
出
て

い
ま
し
た
。

講
演
　
要
　
旨

　
登
校
拒
否
や
非
行
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
こ
れ
は
葛
藤
を
自
分
で
処
理

で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
自
我
の
確
立

し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
解
決
す
る
に
は
、
胎
内
を
含
め

た
幼
少
か
ら
の
子
育
て
が
大
事
で
、

特
に
母
親
と
子
供
の
信
頼
関
係
が
大

切
で
あ
る
。
九
歳
か
ら
は
自
我
の
確

立
の
た
め
に
父
親
の
出
番
で
あ
る
。

会

▲
公
演
を
す
る
宇
治
睦
郎
氏

　
　
　
分
科
会
で
は
、
自
分
の
家
庭
の

　
　
く
状
況
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
た

疑
．

「
目
先
の
利
益
よ
り
『
死
』
を
見
据

え
た
生
き
方
」
　
「
人
と
協
力
し
て
、

自
然
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
」
そ
う
い
っ
た
姿
を
、

見
せ
る
必
要
が
あ
る
。

難

8

奴奈瑚摺

式典で挨拶をする斉木賢

秀実行委員長山、祝賀会

では旧交を温めあった的。

飢
一
竃
㎜
”
回
皐
壱
翻
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
17
日
記
念
式
典
開
催

　
奴
奈
川
小
学
校
（
増
田
健
作
校
長
）

の
創
立
十
周
年
記
念
式
典
が
七
月
十

七
日
、
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
校
は
、
昭
和
五
十
九
年
に

室
野
小
学
校
と
峠
小
学
校
の
統
合
に

よ
り
、
奴
奈
川
小
学
校
と
し
て
ス
タ

ー
ト
。
そ
の
十
周
年
に
当
た
る
今
年
、

記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
．

　
当
日
は
旧
職
員
、
父
母
、
地
区
住

民
な
ど
百
十
四
人
が
出
席
し
、
十
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。
式
典
で
斉
木
賢

秀
実
行
委
員
長
は
、
　
「
十
年
と
い
う

わ
ず
か
な
期
間
で
あ
る
が
、
優
秀
な

教
職
員
に
恵
ま
れ
、
数
々
の
す
ば
ら

し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

松
代
町
に
奴
奈
川
小
あ
り
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し

　
　
　
あ
い
さ
つ

い
」
と
挨
拶
し
、
児
童
た
ち
を
激
励

し
て
い
ま
し
た
。
祝
賀
会
で
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
児
童
た
ち
に

よ
る
太
鼓
な
ど
も
行
わ
れ
、
出
席
し

た
旧
職
員
や
父
母
等
は
旧
交
を
温
め

な
が
ら
十
周
年
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。



本
山
祖
道
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
県
「
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会
」
表
彰

　
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
る
本
山
祖

道
さ
ん
（
松
代
、
長
命
寺
）
が
六
月

二
十
三
日
、
新
潟
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
山
さ
ん
は
昭
和
六
十
二
年
四
月

十
五
日
か
ら
人
権
擁
護
委
員
を
務
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
永
年
の
功
績
に

よ
り
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
の
侵
害

等
で
お
困
り
・
お
悩
み
の
方
の
相
談

を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
の
相

談
に
応
じ
る
重
要
な
職
務
で
す
。
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
困
り
・
お
悩
み
の
方
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

松畿囎学

小
堺
あ
ゆ
み
さ
ん
優
勝

　
松
代
中
学
校
三
年
の
小
堺
あ
ゆ
み

さ
ん
（
蓬
平
）
が
第
四
十
三
回
の
上

越
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
の
走

上
越
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

〔
走
り
高
跳
び
〕

り
高
跳
び
、
及
び
三
種
競
技
（
百
材

走
、
走
り
高
跳
び
、
砲
丸
投
げ
）
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
十
九

回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競
技
大

会
走
り
高
飛
び
の
部
で
も
二
位
入
賞
、

第
二
十
四
回
新
潟
県
中
学
校
選
抜
総

合
体
育
大
会
で
も
三
位
入
賞
と
大
活

躍
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
4
3
回
　
上
越
地
区
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
陸
上
競
技
大
会

〔
三
種
A
〕
の
部

　
　
　
　
（
7
月
6
～
7
日
　
新
井
市
）

　
　
走
り
高
跳
　
一
位
1
麿
5
5
抽
．

　
　
三
種
A
　
　
一
位
二
五
六
六
点

　
第
3
9
回
　
全
日
本
中
学
生

　
　
　
　
　
　
通
信
陸
上
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
（
7
月
2
0
日
　
長
岡
市
）

　
　
走
り
高
跳
　
二
位
　
1
着
5
5
独
．

　
第
2
4
回
　
新
潟
県
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
選
抜
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
（
7
月
2
6
～
2
7
日
　
中
条
町
）

　
　
走
り
高
飛
　
三
位
　
1
揖
5
0
抽
．

　
「
ウ
シ
ン
タ
ッ
ペ
」
と
呼
ば
れ
る

植
物
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
　
福
島

そ
の
説
明
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
植
物
の
よ
う

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
「
春
早
く
、
雪
消
え
と
同
時
に
緑

濃
い
柔
ら
か
な
葉
を
開
く
も
の
で
、

ち
ょ
う
ど
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
葉
を
思

わ
せ
る
草
が
あ
ち
こ
ち
に
生
え
、
い

つ
の
間
に
か
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
が
、
そ
の
ニ
ラ
臭
い
匂
い
が
悪

い
の
と
、
家
畜
の
え
さ
に
も
な
ら
な

の
高
橋
八
十
八
さ
ん
か
ら
花
と
実
と
、

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
『
ウ
を
》
ダ
ッ
ペ
』

　
　
　
“

　
　
曝

〉ウ
シ
ン
ダ
ッ
ペ
の
花
（
上
）
と
実

い
役
立
た
ず
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ウ

シ
ン
ダ
ッ
ペ
（
牛
の
糞
）
と
い
わ
れ

て
い
る
植
物
で
す
。
湿
地
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
生
え
て
い
ま
す
。
こ
の
呼

び
方
は
刈
羽
郡
の
小
国
町
で
も
い
う

よ
う
で
す
か
ら
、
渋
海
川
沿
い
に
広

く
分
布
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
草
の
正
式
な
和
名
は
ヒ
メ
ザ

ゼ
ン
ソ
ウ
と
い
う
の
で
す
が
、
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
と
同
じ
く
サ
ト
イ
モ
科
の
多

年
草
で
す
。
花
は
、
葉
が
枯
れ
て
無

く
な
っ
て
か
ら
咲
く
の
で
、
他
の
雑

草
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
普
通
の
人
の

目
に
当
た
ら
ず
、
た
ま
た
ま
草
む
し

　
　
り
を
し
て
い
て
見
つ
け
た
人
は

　
　
何
の
花
な
の
か
、
そ
の
奇
怪
な

　
　
姿
と
と
も
に
び
っ
く
り
し
て
怪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

　
　
し
む
の
で
す
。
さ
ら
に
仏
炎
苞

　
　
と
い
う
花
を
包
ん
だ
花
の
形
を

　
　
　
　
ほ
う

　
　
し
た
苞
も
枯
れ
て
し
ま
う
と
、

　
　
本
当
の
花
が
実
を
結
び
、
そ
の

　
　
ま
ま
越
年
し
て
翌
年
の
花
の
こ

　
　
ろ
に
や
っ
と
熟
し
て
、
堅
い
塊

　
　
が
崩
れ
て
種
子
を
吐
き
出
す
と

　
　
い
う
変
わ
り
者
で
す
。
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、

雲
O卿”

ふ
る
里
に
想
い
を

　
ふ
る
里
は
遠
き
に
あ
り
て
想
う
も

の
、
そ
れ
は
一
昔
も
前
の
こ
と
で
し

た
。
道
路
、
交
通
機
関
の
発
展
に
よ

り
、
ふ
る
里
は
遠
く
て
近
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
度
、
東

京
松
代
会
の
創
立
に
よ
り
、
ふ
る
里

松
代
と
は
人
的
な
交
流
、
情
報
交
換

と
、
私
共
は
い
な
が
ら
に
し
て
、
ふ

る
里
松
代
の
近
況
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
人
口
の
一
極
集
中
、
過
疎
化
現
象

は
全
国
的
な
問
題
で
す
が
、
そ
う
し

た
中
で
松
代
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
が
生
れ
た
清
水
で
は
、
当

時
は
七
十
数
戸
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
二
十
戸
に
満
た
な
い
、
一
寒

（清水三助出身　東京都荒JI

区在住）

村
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
少
年
時
代
の
夢
を
育
み
、
育

て
て
く
れ
た
小
学
校
も
廃
校
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
町
当
局
の
方
々

が
町
お
こ
し
と
観
光
開
発
に
と
、
努

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
は
青
き
ふ
る
さ
と
、
水
は
清
き

ふ
る
さ
と
、
故
郷
の
自
然
は
歴
史
と

共
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
遠
く

は
な
れ
た
、
私
共
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
は
、
そ
れ
は
、
ふ
る
里
の
、
い
つ

も
変
ら
ぬ
雄
大
な
自
然
の
山
野
で
す
。

　
私
の
戦
友
で
、
先
輩
の
、
前
町
会

議
員
を
さ
れ
た
田
野
倉
の
池
田
利
八

さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
、
七

秋
山

正
三

月
二
十
九
日
に
松
代
町
軍
恩
連
盟
の

方
々
と
、
靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
に
上

京
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
二
十
九
名
で
参
拝
に
来
ら

れ
、
靖
国
神
社
で
私
も
お
仲
間
に
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
池
田
さ
ん

は
ご
夫
婦
で
来
ら
れ
、
大
変
お
元
気

で
し
た
。
清
水
の
片
桐
良
夫
さ
ん
な

ど
の
懐
か
し
い
顔
も
見
受
け
ら
れ
、

短
い
時
間
で
し
た
が
、
戦
争
や
ふ
る

里
談
議
に
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　
先
輩
諸
氏
か
ら
は
、
今
後
も
ふ
る

里
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
ま
た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
、
こ
の
辺
で
ペ
ン
を
置
か
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
嚇
ま
し
た

東
京
松
代
会
よ

り
織だ

帳魯

影
澤
藤
越
さ
ん
よ
り
1
0
万
円

　
こ
の
ほ
ど
、
東
京
松
代
会
よ
り
芝

峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
の
宿
泊

施
設
完
成
祝
い
と
し
て
、
宴
会
場
ス

　
　
　
　
　
ど
ん
ち
ょ
う

テ
ー
ジ
用
の
椴
帳
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
末
永
く
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ま
た
、
室
野
出
身
の
民
謡
歌
手
、

影
澤
藤
越
さ
ん
（
本
名
米
持
勇
、
小

田
原
市
在
住
）
よ
り
、
社
会
福
祉
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
十
万
円
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
七
月
四
日
に
小
田

原
市
で
行
わ
れ
た
影
澤
藤
越
十
五
周

影澤藤越さん

東
京
松
代
会
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ
い

た
深
紅
の
織
帳
と
関
谷
会
長
さ
ん

年
記
念
民
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の

収
益
金
の
一
部
を
ご
寄
付
さ
れ
た
も

の
で
す
。
町
で
は
、
社
会
福
祉
基
金

と
し
て
積
み
立
て
て
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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　叉
芸

6　
、‘

畿灘酸
　　　』’

v、＿嬰

　
　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
し
ん

桑
の
実
を
皆
で
食
べ
も
し
道
普
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

蛍
舞
い
流
れ
清
し
き
渋
海
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

最
上
川
遊
船
み
ん
な
芭
蕉
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

山
開
き
今
は
女
人
も
許
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

あ
じ
　
さ
　
　
い
　
　
　
ま
り

紫
陽
花
の
毬
を
育
て
て
雨
の
日
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

お
揃
い
の
麦
藁
帽
子
バ
ス
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

山
峡
の
露
店
で
食
べ
る
と
こ
ろ
て
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

湯
の
宿
の
噺
り
に
覚
め
午
前
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

万
緑
の
本
堂
清
し
梅
花
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

緑
蔭
や
流
れ
は
音
を
残
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
蒲
生
句
会

梅
雨
冷
え
の
オ
ル
ガ
ン
一
つ
廃
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
も

稲
の
葉
を
た
ば
ね
て
雨
の
袋
蜘
蛛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

寝
苦
し
き
窓
に
夫
婦
の
ほ
た
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

塩
も
み
の
茄
子
の
む
ら
さ
き
朝
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
こ

検
診
を
終
え
て
安
堵
の
籠
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
な

初
生
り
の
胡
瓜
三
寸
曲
が
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

は
つ
ひ
く
ら
し

初
鯛
一
声
だ
け
で
お
わ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

七
月
の
潮
の
匂
い
の
土
産
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

蛍
籠
持
ち
て
背
な
の
子
ね
む
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
　
　
さ
さ
や

袖
引
い
て
妻
が
唖
く
草
ぼ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

短
　
歌

　
伊
豆
大
島

　
　
　
　
　
　
　
　
富
沢
　
和
風

た
け丈

高
き
椿
の
続
く
狭
き
道
遠
き
火
口

の
見
え
か
く
れ
し
て

　
　
　
　
　
　
あ
じ
さ
　
い
　
　
　
う
な
た

道
の
辺
に
咲
く
紫
陽
花
の
項
垂
れ
て

フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
に
雨
降
り
し
ぎ
る

あ
し
　
た
　
は

明
日
葉
の
淡
き
香
り
の
お
茶
あ
り
き

口
に
広
が
る
南
国
の
味

黒
焦
げ
の
砂
礫
が
深
き
谷
埋
め
て

古
き
火
口
の
跡
荒
あ
ら
し

磨笹．君、嘉、

．
．
寮
建

　
　
　
ラ
ク

　
〈
　
　
　
・
，

　
　
　
　
氏
．

　
　
　
　
。
）
7

彦
く
・
“

へ　
　
（

八

　
　
ノ

　
　
　
θ
、
、
／

　
ナ
ク

　
～
）

ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
6
　
こ
ん
と
は

〆
”
　
キ
ス
む

、
懲
叢

’
亀
5

㌧

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
〈

　
　
　
　
だ

　
　
　
ん

　
　
　
八
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
ジ
　
場

馨
　
卿

　
　
　
　
　
r
｛
ぐ

縫
　
黛
　
咳
リ

　
　
　
漁
華
ク
難
騨

　
ア
メ
リ
カ
原
産
の
一
年
草
。

江
戸
時
代
に
は
わ
が
国
で
も
栽
培
さ

れ
て
い
る
。
ソ
連
、
中
国
で
は
採
油

用
の
種
子
を
得
る
目
的
で
栽
培
し
て

い
る
。

　
炎
と
か
、
太
陽
、
情
熱
を
感
じ
さ

せ
、
真
夏
の
や
け
つ
く
よ
う
な
日
ざ

し
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　
ソ
連
、
中
国
の
よ

う
に
採
油
を
目
的
に

栽
培
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

　
種
子
の
脂
肪
油
は
、

大
豆
よ
り
も
含
油
量

が
多
く
、
カ
ロ
リ
ー

も
多
い
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
白
死
・
3
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
．
丘
目
ナ
カ
デ
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

　Q4乙、）ll、1’料εJll￥l　O．善4ヂ

目’狸）「壱施覆括）概マε＞携、）｛履

’銘6。4ム⑦ll岩o「ノ吾手婁q＞手9

マq乃「（1審し製4で一〆ンω翔（o．壬

4子＼¢手、ユ，・、璃劉嫌圧〈渕ヨ工畳旱呈＞

同 i　i　i

1→ヰ…i 旨

§ …

i

渇　蔑1

嘱①

1

十
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　　　　　δ

　　一．ん
樋口慶太玩

　5歳、后
田野倉　きゅっえん

　　　　　δ

（
見
て
わ

　
　
　
　
　
　
　
駄市川美樹

　5歳　田沢はら

つ
，，

●　●

　　まさ　と
富沢雅人㌦

　6歳小荒戸　かみや

学校・学

募集
海上保

　当　子

大学校学生 学校学生

受 9月2日（火） 8月20日（金）

付 ～ ～

期 9月14日（火） 9月2日（木）

間
（9月14日消印有効） （9月2日消印有効）

第

一 11月6日（土）
次
試

10月3日（日）

験 11月7日（土）
日

第
二

11月1日（月）

次 平成6年 11月2日（火）
試
験

1月6日休）
※第1次試験合格通

日 知書で指定する日

　カーボン製の釣｝）竿は電気を

通しやすいので電線に触れると

たいへんです。お子さんにも注

意してあげてください。

　その他、事故や台風などで切

れた電線も危険です。

　切れた電線には絶対に触れな

いようにしてください。そして、

すぐに東北電力へご連絡くださ
し、。

申し込み先一〒950新潟市万代

2－1－1第九管区海上保安本部

　　　　　　奮025（244）4151

馬 乙
レ 、

1’　ノ

　’．、　　一

　、

’
》
ヘ
ヘ
ー
鴇 痴

§＿》』心ψ

賦

〆
＿
“

・》㌧ψ　》鮎＿　　｝『￥」
　　　》㌔‘㌧　　　　　　　》しρ

　　　　　　ル
東北電力松代サービスセンター

　　　　TEL7－2020

■締切日

平成5年9月10日（金）まで

　（当日消印有効）

■送り先（問い合わせ）

〒950新潟市新光町4番地1

新潟県環境保健部医務薬事課

T　E　LO25（285）5511⑲2640

■目的

　ポスターの制作過程を通して

　「禁煙・分煙」への認識を深

　めてもらうと同時に、「喫煙と

健康」について県民への啓発

普及を図る。

■応募資格

　県内の小・中学生及び高校生

あ
な
た
の
作
品
を
郡
展
に
！

　
第
1
2
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
が

大
島
村
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
あ
な
た
の
作
品
を
ぜ
ひ
郡
展
に
出

品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
．

　
　
　
開
　
催
　
要
　
項

日
時
口
平
成
5
年
m
月
1
5
日
㈹
～
1
7

　
　
　
日
㈹
ま
で
の
3
日
間

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
6
時
ま
で

会
場
”
大
島
村
公
民
館

部
門
1
1
絵
画
、
彫
塑
工
芸
、
書
道
、

　
　
　
写
真
の
4
部
門
に
つ
い
て
公

　
　
　
募
と
し
、
出
品
数
は
1
部
門

　
　
　
1
人
3
点
以
内
と
す
る
。

出
品
資
格
口
郡
内
に
住
民
登
録
、
又

　
　
　
は
、
勤
務
地
を
有
す
る
高
校

　
　
　
生
以
上
と
す
る
．

出
品
基
準
1
1
未
発
表
作
品
に
限
る
。

絵
画
口
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
（
額

　
　
　
縁
つ
き
5
0
号
以
内
と
す
る
。

　
　
　
但
し
、
日
本
画
は
縦
、
横
と

　
　
　
も
瑠
㎝
以
内
）

彫
塑
工
芸
”
彫
刻
、
塑
像
、
漆
芸
、

　
　
　
金
工
、
木
工
、
竹
工
、
そ
の

　
　
　
他
、
常
識
以
上
の
大
き
さ
を

　
　
　
越
え
な
い
こ
と
。

書
道
”
字
句
、
書
体
は
自
由
と
す
る
。

　
　
　
（
縦
額
は
幅
7
6
㎝
以
内
、
縦
醜

　
　
　
㎝
以
内
、
横
額
は
幅
醜
㎝
以

　
　
　
内
縦
7
6
㎝
以
内
）
仮
表
装
以

　
　
　
上
（
仮
巻
き
は
不
可
）
と
し
、

　
　
　
必
ず
所
定
の
釈
文
を
添
付
す

　
　
　
る
こ
と
。

写
真
口
白
黒
、
カ
ラ
ー
と
も
サ
イ
ズ

　
　
　
は
73
㎝
×
鵬
㎝
以
内
の
パ
ネ

　
　
　
ル
表
装
又
は
額
装
の
こ
と
。

　
　
　
組
写
真
は
（
6
0
㎝
～
73
㎝
）

　
　
　
×
へ
9
0
㎝
～
鵬
㎝
）
の
パ
ネ

　
　
　
ル
表
装
（
額
装
は
不
可
）
の

　
　
　
こ
と
。
そ
の
際
、
一
枚
の
写

　
　
　
真
の
サ
イ
ズ
は
8
ツ
切
り
以

　
　
　
上
と
す
る
．

提
出
H
l
o
月
1
1
日
（
月
）
ま
で
に
松
代

　
　
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い

　
　
　
し
ま
す
．

授
賞
“
優
秀
な
作
品
に
は
、
各
部
門

　
　
　
毎
に
郡
展
賞
（
1
点
）
、
奨
励

　
　
　
賞
（
3
点
以
内
）
を
選
考
し
、

　
　
　
賞
状
及
び
賞
品
を
授
与
す
る
。

　
　
　
　
県
展
2
回
以
上
の
入
選
又

　
　
　
は
、
郡
展
賞
を
含
む
3
回
以

　
　
　
上
の
作
者
は
無
鑑
査
と
す
る
。

　
　
　
無
鑑
査
作
品
と
し
て
出
品
す

　
　
　
る
場
合
は
1
点
と
す
る
。
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夏の火災予防運動
8月11日（水）～20日㈹

　夏休み・お盆を迎え、帰省客

や避暑観光客等で、松代町の人

口も急激に増加し、火気を取扱

う機会が多くなケ）、火災の多発

が憂慮されることから、火災防

止に注意願います。

◎花火シーズンのため、子供の

　火遊び（特に夜問）による火

　災防止に努めること。

◎強風時での焚火・花火・屋外

　での火気の使用に特に注意す

　ること。

◎帰省客等に係る火気使用機会

　が多くなることから安全な火

　気の取扱いに努めること。

○火の用心・6つのポイント
（ア）寝たばこやたばこの投げ捨て

　をしない。

（イ）子供は、マッチやライターで

　遊ばない。

（ウ）風の強いときは焚火はしない。

＠テンプラを揚げるときは、そ

　の場をはなれない。

（オ）家のまわケ）には燃えやすいも

　のを置かない。

（カ）ふろの空だきをしない。

13

　　　●　　　，
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メ’…翁簾

　　　＼＞

　第1回目の「初歩の茶道教室」

が大変好評のうちに終了しまし

た。第2回目の茶道教室を秋に

開催します。ふるってご参加下

さい。

■期間と時間

　9月中旬～11月まで（10回）

　毎週水曜　19：30～21：30

■会場

　総合センター　2階30畳

■会費

　1，500円（お茶、お菓子などの

　材料費）その他の負担はなし

■募集人数

　10人程度（高校生以上男女。

　初めての人歓迎します。）

■申込先と期間

　町公民館（7－2301）に申し込

　み書があ｝）ます。

　期間：8月中旬～8月31日
　ただし期間内でも定員になン）

　次第締切らせていただきます。

■講師

　裏千家茶道

　　赤沼文三（派遣社会教育主事）

健康テレフォンサービス

盤難糠麗灘慧

内　　　　容

乳幼児突然死症候群に
月

ついて

健康づくぴ）はうップー
火

杯の牛乳から

月巴薯商よ　　さようなら

水

アルコール依存症につ
木

いて

金 エイズについて
土
日

＊金・土・日曜日には同じ内容

が流れます。

＊時間帯：平日PM5：00～

　　　　翌日AM8：30
　　　土・日日程日・ネ兄日は糸冬日

＊上記以外の時間帯は、直接職

　員が健康相談に応じます。

＊電話番号：0255（23）1315

国保の保険証が更新されます

ザ
詩

黛徹・

●i灘欝●

○
交
通
事
故
な
ど
で
受
診
さ

　
れ
る
場
合
は
、
病
院
の
窓

　
口
・
役
場
の
国
保
の
窓
口

　
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

○
転
出
・
社
会
保
険
加
入
の

際
は
、
保
険
証
を
早
め
に

　
お
返
し
く
だ
さ
い
。

○
受
診
の
際
は
必
ず
保
険
証

　
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◎9月1日から国民健康保険

　の保険証と退職者制度の保

　険証が「レモン色」にかわ

　ります。今までの「もも色」

　の保険証は、8月31日かぎ

　りで使用できませんのでご

　注意ください。

お

願

い

※
新
し
い
保
険
証
は
八
月
下

旬
に
、
役
場
か
ら
区
長
さ

　
ん
に
お
届
け
い
た
し
ま
す

　
の
で
、
古
い
保
険
証
と
引

　
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。



＼
m
ヲ

〆
㌧

ま
だ
未
熟
で
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頑
張
り
ま
す

　
こ
の
春
、
東
京
工
芸
大
学
（
旧
東

京
写
真
短
期
大
学
）
を
卒
業
し
て
、

松
代
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
時
代
は
、
卒
業
後
、
数
年
修
業

志さん（莇平）尚橋高

し
て
か
ら
松
代
に
戻
っ
て
来
る
つ
も

り
で
し
た
が
、
自
分
の
店
と
同
じ
様

な
所
が
無
か
っ
た
事
と
、
自
分
の
店

の
お
客
様
を
一
日
も
早
く
覚
え
た
い

為
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
い
ざ
帰
っ
て
仕
事
を
し
て
み
る
と
、

先
輩
の
足
元
に
も
及
ば
ず
、
が
っ
か

り
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
追
い
付
け

追
い
越
せ
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
未
熟
者
で
、
お
客

様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
色
々
と

勉
強
し
て
、
迷
惑
を
掛
け
な
い
様
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
．

　
自
分
の
店
で
働
い
て
い
る
と
い
う

事
で
、
松
代
商
工
会
青
年
部
に
お
世

話
に
な
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
商
工

会
青
年
部
で
は
、
行
事
を
計
画
し
、

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
七
月
八
日
に
郡
内
の
商

工
会
青
年
部
親
善
野
球
大
会
が
あ
り
、

私
も
参
加
さ
せ
て
貰
い
、
郡
内
の
青

年
部
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
観
音
祭
で
は
、
花
火

の
寄
付
金
集
め
や
広
告
の
募
集
な
ど

を
毎
晩
の
様
に
頑
張
り
、
当
日
は
、

売
店
や
花
火
大
会
の
警
備
等
を
担
当

し
ま
し
た
。
自
分
一
人
の
力
は
何
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
優
秀
な
先
輩
方
の

お
陰
で
、
自
分
も
町
の
為
に
何
か
を

や
っ
て
い
る
の
だ
な
、
と
い
う
気
が

し
て
い
ま
す
。

　
未
熟
な
自
分
で
す
が
、
焦
ら
ず
、

こ
つ
こ
つ
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指

導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　男　　2，444人・…　（一3人）

　女2，527人（＋2人）
　計4，971人（一1人）
世帯数1，506世帯（＋1世帯）

　出生6人　　死亡8人

　転入9人　　転出8人
　　　（5年7月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圏
圃

▼
今
年
は
恐
竜
ブ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
巨
人
の
ゴ
ジ
ラ
こ
と
松
井
選
手

は
プ
ロ
の
厚
い
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
な
か

な
か
活
躍
で
き
な
い
で
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
広
報
で
は
時
々
ゴ
ジ
ラ

が
大
暴
れ
し
ま
す
。
▼
こ
の
広
報
で
の

　
　
　
　
　
ゴ
　
ジ
　
ラ

ゴ
ジ
ラ
は
、
誤
字
等
と
書
き
ま
す
。
「
そ

う
だ
、
そ
う
だ
」
と
、
ご
納
得
の
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
広
報
を
読
ん
で
下
さ
る
方

や
、
話
題
を
提
供
し
て
下
さ
る
方
に
は

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
手
は
合
わ
せ

て
も
足
を
向
け
て
は
眠
れ
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
感
謝
感
激
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ジ
　
ラ

▼
こ
れ
か
ら
も
時
々
誤
字
等
が
暴
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
悪
気
の
な
い
奴

で
す
の
で
、
「
う
い
奴
」
と
、
か
わ
い
が

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
何
て
、

皆
さ
ん
の
寛
大
な
心
に
お
す
が
り
す
る

し
か
な
い
よ
う
で
は
誠
に
残
△
・
心
で
す
。

　
　
　
　
ゴ
　
ジ
　
ラ

ど
な
た
か
誤
字
等
の
特
効
薬
、
お
持
ち

の
方
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
よ
う
か
？

　
求
む
！
特
効
薬
　
安
価
に
て
。
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固團吻團回
（6月26日～7月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

横尾賢治・関谷和佳子さん

　　　　　　　　（峠・千場）

　げんきな良い子に（出生）

　　か　　な
松澤佳奈ちやん明男・ゆりかさん

　（長女・松代・善宗塚住宅）
　　　ひとみ
中村　瞳ちやん善信・妙子さん

　　　　（3女・松代・塚元〉
　　あすか
田邊飛鳥ちやん政彦・栄子さん

　　　　（2男・寺田・喜八）
　　ゆき　え
柳幸江ちやん孝・里代子さん

　（長女・松代・善宗塚住宅）
　　たく　み
山田拓海ちやん伸吾・婦貴子さん

（長男・太平・中学校教員住宅）

関谷あやめちやん嘉聖・多美子さん

　　（長女・松代・かまだや）

　ご冥福を祈ります（死亡）

柳　勇さん　　　　60歳

　　　　　　（松代・門田屋）

横尾未作さん　　　62歳

　　　　　　　　　（峠・東）

柳　一郎さん　　　90歳

　　　　　　　（滝沢・金鉢）

山賀シズさん　　　76歳

　　　　（池之畑・こばやし）

牧田十平次さん　　88歳

　　　　　　　（峠・堂の下）

井上カツさん　　73歳

　　　　　（寺田・仁左工門）

中村秀明さん　　　68歳

　　　　　　（千年・普門庵）

※この欄に記載を希望されない方は、届

　出の際に戸籍係にお申し出ください。

』
も
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き
』
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